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（注）「地域展開」

国の有識者会議である「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」において、

「地域移行」から「地域展開」に名称を変更することが議論されています。



課題

〇持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要

具体的方策

〇休日の部活動の段階的な地域移行（令和5年度以降、段階的に実施）

〇合理的で効率的な部活動の推進

国の動き
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【文部科学省】R2.9
「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」

【スポーツ庁・文化庁】R4.12
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」

新たなスポーツ・文化芸術環境の整備の進め方

〇まずは休日

〇平日の環境整備はできるところから

〇段階的な体制の整備

〇令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間

〇可能な限り早期の実現を目指す



国の動き
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【地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議】R6.8～

今後の方向性や総合的な方策を検討するために設置 ※スポーツ庁、文化庁が合同で開催

【主な議事】

〇 地域クラブ活動への移行に係る課題の整理・解決策について

〇 令和８年度以降の地域クラブ活動への支援方策等について

〇 ガイドラインの見直しの論点整理について

【委員構成】各団体の役員等

（経済界、地方団体、推進自治体、学校関係者、PTA、スポーツ・文化団体、弁護士、マスコミ等）

【開催頻度】 ３回程度／年

中間とりまとめ R6.12.18



国の動き（「実行会議」中間とりまとめ）

出所：スポーツ庁ホームページ 5

✔定義・要件

✔名称変更

✔新たな価値

✔理念共有



国の動き（「実行会議」中間とりまとめ）

出所：スポーツ庁ホームページ 6

✔休日

✔平日

✔次期



国の動き（「実行会議」中間とりまとめ）

出所：スポーツ庁ホームページ 7



国の動き 全国の動向「休日」(スポーツ分野）

出所：スポーツ庁ホームページ 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（第3回） 配布資料 8



出所：スポーツ庁ホームページ 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（第3回）

国の動き 全国の動向「平日」(スポーツ分野）
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他自治体の事例：静岡県掛川市

出所：スポーツ庁ホームページ 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（第２回） 配布資料 10



出所：スポーツ庁ホームページ 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（第２回） 配布資料

他自治体の事例：静岡県掛川市
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出所：スポーツ庁ホームページ 地域スポーツクラブ活動ワーキンググループ（第２回） 配布資料

他自治体の事例：静岡県掛川市
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生徒数 運動部部員数 運動部部活動数

平成25年度 6,082人 4,173人 270

平成30年度 5,277人 3,691人 246
※参考：R１ 文化部部活動数 ４８

令和４年度※ 4,942人 3,128人 231
※参考：R4 文化部部活動数 ４１

中学校生徒数と運動部部員数 （国立1校、県立1校を含む）

【減少】
1,140人
約18.7％

【減少】
1,045人
約25.0％

上越市における部活動の現状
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※令和5年度に運動部部活動数の集計方法が変更になったため、令和4年度の値を記載
※文化部部活動数について、平成30年度以前は集計を行っていない

【減少】
39

約14.4％

生徒が自主的・自発的に参加し、活動できるよう
教員の献身的な支えにより成り立ってきた

単独校でチームが組めない、専門的な指導ができる顧問が少ない
多様な種目・志向のニーズに応えられない

- 少子化等の影響 -
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上越市における部活動の現状
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今後の中学校生徒数の推移[見込み] （国立1校、県立1校を含む）

※令和7年度以降の入学者数は、令和6年5月1日現在の住民基本台帳上の人数から推計。

令和6年度から令和18年度の間に、生徒数は約37.6％減少する見込み



上越市スポーツ協会
上越市小中学校ＰＴＡ連絡協会

上越市小学校長会

参加に興味があるスポーツ・文化活動
○中学１年、２年を対象「部活動の地域移行」に係るアンケート（R4.7実施）

バドミントン 449
卓球 343
バスケットボール 334
バレーボール 301
陸上競技 272
ソフトテニス 246
美術 230
ダンス 227
スキー 214
野球 208
音楽（ピアノなど） 198
水泳競技 185
サッカー 185
スケート 176

吹奏楽 169
茶道 142
弓道 140
スノーボード 133
科学 133
ボルダリング 110
書道 97
スケートボード 93
合唱 91
剣道 81
BMX 75
華道 72
柔道 70
ソフトボール 63

ハンドボール 60
体操競技 47
チアリーディング 41
新体操 40
アイスホッケー 38
ラグビー 24
ニュースポーツ 23
舞踊 23
相撲 18

Q 土日祝日に学校ではなく地域で実施されていたら、参加に興味があるスポーツ・
文化活動はありますか。（いくつ選んでもかまいません）

✔種目・分野
ニーズが多様

2,055人 複数回答

上越市における部活動の現状

15



16



行政が新たなクラブを創設するものではない。様々な成り立ちのクラブ活動1

上越市地域クラブ活動のポイント

2

3

従来から子どもたちが
参加してきたスポーツ
クラブ、サークル、教室
などが元となったクラブ

（上越市地域クラブの認定を受けた活動）

合同部活動や部活動の
保護者会の活動などが
元となったクラブ

≪ニーズ対応≫
仲間と楽しむ活動、健康
志向など新たな選択肢
となるクラブ

≪地域単位≫
地域自治区単位や複数
地域自治区連携などで
取り組むクラブ

【 学校部活動由来型 】
【 既存クラブ型 】

【 民間事業者型 】
【 新たなスポーツ・文化環境型 】

上越市地域クラブのパターンイメージ

主な対象は中学生だが、中学生以外の世代と共同で行う活動も含む

公募

認定 活動の質の担保

多様な団体の参加

まずは「休日」から
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✔多様性、主体性

✔生涯学習、生涯スポーツ

✔できるところから段階的に



上越市地域クラブ活動のポイント

◆目指すありたい姿

子どもも大人も身近にスポーツや文化芸術に親しみ、交流し、つながるまち

◆活動理念

子どもたちの主体的で多様な「やってみたい」を支える

01
活動を通じて、子どもたちや活動を支える人たちの
一人一人のウェルビーイングを高める

02

少子化の中でも将来にわたり、子どもたちが多様なスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる機会を確保するため、

地域における子どもたちの活動環境の整備を 上越市地域クラブ活動整備方針 をもとに進めていく

目的、理念

上越市教育大綱「わくわく を未来へ」より
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✔わくわく を未来へ



市内における活動事例

※ チラシの情報は作成時点のものです

・ ジュニア音楽クラブ ・ U12バスケットボール教室
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✔小学生もいっしょに ✔地域と学校の連携



市内における活動事例

・ 地域クラブフェア

・ 板倉中学校

地域に生徒のニーズに応えるクラブ活動がある ⇒ 
バレーボール部、バドミントン部

募集を停止
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✔ 「平日」もできるところから

✔地域の多様な活動を体験



市内における活動事例
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結び
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子どもたちの 「やってみたい」 を支える。
～ 上越市地域クラブ活動 ～


